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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  宮城県気仙沼市立松岩中学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ☑中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒９８８－０１４１  

       宮城県気仙沼市松崎柳沢１８６番地              

  E-mail  matsuiwa-chu@kesennuma.ed.jp                      

  Website                       

  児童生徒数  男子 １０５名   女子 １２７名  合計 ２３２名 

        児童・生徒の年齢 １３歳～ １５歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

☑ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

☑ そのほか（ 福祉   ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

テーマ：福祉の里づくり ～福祉をとおして未来を考える～ 
１ 本校のＥＳＤでめざすもの 

（１）ＥＳＤのねらい 

  ①自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資

質や能力を育成する。 

  ②学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に

取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることができるようにする。 

  ③福祉に関しての学習活動や自己の将来に関する学習活動をとおして，個の尊さを学び，

地域社会の発展に貢献できる資質や能力を育成する。 

（２）ＥＳＤで育てたい資質・能力 

  ・気仙沼支援学校との交流活動をとおして，互いに認め合い，協力し合う意識を育てる。 
   【つながりを尊重する態度・コミュニケーションを行う力】 

  ・障害者及び高齢者福祉について考え，福祉に対して主体的，創造的な態度や問題解決能

力を育てる。【多面的，総合的に考える力】 

  ・防災における自助・共助の意識を高める。【進んで参加する態度】 

  ・福祉の視点から地域の防災についての問題点や課題を見付け，その解決方法を考える力

を育てる。【批判的に考える力】 

  ・社会の仕組みや地域の未来に目を向け，自らが未来の社会の担い手となることを自覚し，   

積極的に地域に関わり行動しようとする心と態度を育てる。 

【未来像を予想して計画を立てる力】 

 
２ 本年度のＥＳＤ実践事例 

（１）１年生【互いを知るために】主な活動：支援学校との交流活動    

   気仙沼支援学校との運動会総練習交流やグランドゴルフ交流，レクリエーション交流な

どを通して，障害者福祉について理解を深めた。交流を重ねるごとに支援学校の生徒との

接し方（距離感や言葉遣い，声量，態度など）について学び，相手の立場に立って考える

ことの大切さに気付き，次の交流活動へと生かしている様子が見られた。 

（２）２年生【先人に学ぶ】主な活動：高齢者との交流活動 

   高齢者福祉施設での体験をとおして高齢者福祉への理解を深めた。また，職場体験をと

おし職種ごとの高齢者への接客の仕方を学んだ。２つの体験から，体調面や安全面への配

慮などいろいろな工夫が必要であることに気付いた。また，笑顔で高齢者に関わっている

姿勢を学んだことで，思いやりの気持ちをもって接することが大切であり，高齢者を敬い，

大切にしていこうとする気持ちが高まった。 

（３）３年生【福祉の目で防災を考える】主な活動：グループテーマに基づいた探究活動 

   「心と体のケア」，「居住空間作り」，「サバイバル」というグループテーマに基づい

て，福祉の視点から防災について考え，地域を見直し，問題点や課題を見付け，その解決

方法を調べてまとめた。活動をとおして，災害時に中学生にできることはたくさんあるこ

とに気付き，災害時には率先してみんなのために活動したいという気持ちを高めることが

できた。 

 
（４）全校での取り組み 

   気仙沼市の防災訓練に日程を合わせて防災訓練を行った。特に今年度は，地域の自治

会長と事前に打合せを行い，訓練時の一次避難場所を各地区の集会所等に定めて生徒や

保護者，地域住民と一緒に避難訓練を行った。一次避難をした後に，地区ごとに集まっ

た場所で災害時に注意することや過去に地域で起こった災害，中学生ができることなど

について中学生が進行役になって生徒や保護者，地域住民と話合いを行った。地区によ

っては炊き出しの訓練をするところもあった。身近にいる地域住民との活動は中学生に
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とっても貴重な体験となり，いざという時に備えて，真剣に話合いや活動に取り組み，

防災への意識を高めていた。 

 

３ 各校ＥＳＤ推進上の課題や，次年度改善を図ろうとしている点 

（１）課題 

   本校は ESD を総合的な学習の時間を中心として展開している。その中で気仙沼支援学

校との交流が３０年以上続いていることなどから，総合的な学習の時間の学校でのテーマ

を「福祉の里づくり」として行ってきた。しかし，３年次に「福祉の目で防災を考える」

という視点は，防災と福祉が直接結び付くものではないことから系統立てて学習を進める

ことの難しさがあった。しかし，防災の学習は今後起こりうる災害に対して身に付けさせ

たい力の一つであることから継続することが望ましいと考える。そこで，テーマと計画の

見直しが必要である。 

（２）改善を図ろうとしている点 

   テーマについて見直しを検討しているところである。地域の素材を生かして，地域に

ついて学ぶ内容を中心に変更したいと考えている。また，これまでの「福祉の里づくり」

が生きるように配慮しながら，より学習に系統性をもたせていきたいと考えている。校

内でのテーマの検討を進め，決まりしだい全体計画の変更を図っていきたい。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


